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　こ の 度 日木色彩学会賞を授与され、光栄に存 じて

お りま ず 、こ の 受賞 は 直接 的 には 所 属支 部 である東

海支部の 高僑晋也支部長 （名古屋 大学）はじめ支部役

員 、支部会 員の 皆々様 のこ推挙 の賜 物で あり、束 海

支 部を代表 して の 不 肖私 が支部初め て の 受賞の 栄に

浴 したのであると思 っ ております。

　また、この 受賞に関してこ尽力 くださっ た審杳委員

長 の 太田 安雄先生 は じめ委員 の各先 生方、当学会会

長の 富永昌治先生はじめ役 員の皆 様 にも深甚 の謝意

を表させ て頂きます。

1　 色彩研究のスタ
ー

トと色彩科学協会 へ の入会

　学生時代より色彩に関心をもち、卒業論文実験の

必要 上、長 期の 休みを利用 して 日本色 彩研究 所 へ 出

入 りし、同所の 先生方よりご指導を受けて い たが、

就職に際し、国家公務員 試験との 関連で宇宙医学の

研究機関 に就き 、大島正 光 先生 の 直接 の こ 指導 を受

ける こ ととな っ た 。 当時、大島 先 生は日本 工 業規格

（JIS）の 安全色彩の研究を完遂された直後であり、以

後 、安 全 色彩 の 研 究 を 継承 する こ と と な っ た 。 昭和

33 年2 月日本色彩学会の 前身である色彩科学協会 に

入会、色彩の 工 学 ・光学的なご指導は 川上 元郎先生

よ り受け つ つ 、飛行 場標識の 色 彩 の 研究、空中衝突

防止のための航空標識の色彩研究などに従事した 。

2　色彩科学協会 ・
日本色彩学会に おける活動

　大島先生が関東支部長 時代に関東支部庶務幹＄と

して 会務を遂行した 。 こ の 間、大島先生の 代理 と し

て JISの 色 彩 関係の 制定 に 参 加 した 。昭和 43 年 中京

大 学へ 転職、当時、当学会の 会長 で あ ⊃ た大島先生

の 指示で 東海支部設立 担当理事として 東海支部の 設

立 に 関 係、当時巣海地 方に て 活動中の 索海色 彩 懇 談

会の 諸先生方の こ理解 ・ご協力を得つ つ 、東海支部

の 歴史が始 まっ た （こ のあた りの 事情は大 竹昌幸監 事

の こ 尽 力 で 東海力 ラ
ー

ア
ー

カ イ ブ ス の 活動の
一

環 と

して 東海支部の 歴史に記録、会員 の 皆様の 便に 供す

る予『である）。

　当学会 副会長 ・東 海支 部長 時代、会 長時代 を経て

第 8同 AICの 日本開催 の準備 の責を負 っ た。幸 いにし

て納 谷嘉信組織 委員長 の大変なご尽力、小田」谷朝生

委員はじめ多数の 方々 の 陰の こ努力があ D 池田光男

大 会委 員長の リ
ー

ダ
ー

シ ッ プ の もと実行委員各位の

乙尽 力、秋 田宗 平学 会 会長 〔当時）の こ 活躍によ 0 、

AIC 京都大会 は盛会 裡に開催され、思 い出に残る こ と

とな っ た 。 い っ ぽう、同年 に名古屋 で ルク ス パシフ ィカ

（環 太平洋照明会議 ）が開催され、照明学会束 海支部

長 として実行 委員 会を主宰 、沖允 人先 生 （当学 会員、

前 照明 学会 東京 支部 長 ）の こ理解 とこ努 力 によ っ て、

照明
・
色彩 の連携もはかられたと考えている。

　 角彩の 問題 は人 間行 動全般 と深 い関わ D合 い を有

している 。 照 明学会 以外 にも日本人 間工学会 、日本

応用心理 学会、産業 組織心理 学会、日本交通心 理学

会、東海 心理 学会 等の メ ン バ ーと も 可能 な限 り、相

互理解 、連携をはかるよう、微 力を捧 げた 。

3　応用色彩研究
一
特に色 彩の誘 目性の研究

一

　 航空標 識の色彩の 研究の進 展の途上で高速道 路の

標識の 色彩の 問題 が発 生し、これを機に従来の 色彩

の 機能面 を筆者 なりに分類 整 理 し、視認性 、誘 目性、

可読 性の 名 のもとに諸 研究 の見 直 しを行 っ た 。 それ

に伴い 、色彩の 目立ち に関する実験デー
タが ほとん

ど 存在 しな い こ と に 気 付き誘 目性 と い う名を付 し、方

法論の検討から始め 、その基礎的研 究を遂行、1司時

に、歩行 ・自動車走行 ・航空機飛行などを絡み合わせ、

現 実 場面 で の 実験 デ
ー

タ の 積 み 上 げ を 行 っ た 。こ の

種の 人間行動を伴っ た 諸研究を 「応用行動角 彩学」と

勝手に 自称して い る 。

（私 の これ ま で の 研究や 活動に つ い て 、紙画 の 都合に

よ Dこ こ で お名前を挙げられな かっ た多くの方々 の こ｝

指導 ・こ 支援を得た。非礼をお 詫びし、深甚の 謝意

を表す る 次第で す 、，）
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